
堺区 中区 東区

年間テーマ

●当事者の思いを大切にし、ライフス
テージにあった支援を考える。
●生涯を応援するネットワークを模索
する。

・「集めよう地域の声、つなげよう支援の輪」～地域のネットワークをつなげよ
う～

・上記テーマを元に交流会を行いつつ、各交流会や地域からあがった「つぶや
き」を元に取り組みを行う。

当事者一人一人の意見を吸い上げ、個々
の事例から課題解決に取り組む

1.防災、2.機関連携、3.相談支援、4.障
害児支援、5.差別解消法

主な
活動内容

●上半期は「凝集性が高く困る本人・
家族への支援」と「支援に結びつかな
い人」をテーマにグループ別に議論を
行った。

●本人・家族への支援グループは各機
関から事例を発表し、サービスや社会
資源等、夫々が工夫していることや、
ケースが進まない悩み等、関係機関の
連携について、グループ内での共通認
識を構築することを目指した。

●支援に結びつかない人のグループで
は7月20日に研修「さかそう・ひろげ
よう・支援の輪」を開催した。当事者
に語り部となってもらい、2つの事例に
ついて（就労定着の為の支援・模擬
サービス担当者会議）発表を行った。

●下半期では堺区内での計画相談の進
捗や現状について、市の協議会に提案
すること、区内で出来ることを議論し
ている。

○定例会議　＜全４回＞
・前年度の取り組み報告、今年度のテーマや取り組みを共有。定例会参加事業所
より、業務についてプレゼンテーション。
・阪南病院より地域移行に関する取り組み（ACT、HOT、包括支援室）の報告
と、支援事例の紹介を受け、意見交換。
・「相談員の変更について考える」をテーマに事例を用いて意見交換。
・脳性麻痺・知的障害・性同一性障害・適応障害を併せもった方の事例を元に、
考えられる社会資源について意見交換。
○指定相談交流会＜毎月開催＞
・「みんなで情報共有できる場を目指そう」をテーマに、社会資源や堺市専門員
協会での情報共有を行う他、各相談員の困りごとや支援事例等の共有・意見交換
を行う事を定例内容とし、地域の相談員が元気になれる場作りを目指した。
・研修会：「つなげよう支援の話・和・輪～医療と福祉のネットワークをつなげ
よう」
・交流会：①「放課後等デイとの交流会」②「作業所との交流会」
・地域とのネットワーク作り
「民生委員会　障害福祉部との共催研修」開催
○作業所交流会＜奇数月開催＞
４つのワーキンググループにて取り組み。
①ナカ・ナカマネットワークＧ
役所内での自主製品販売と啓発パネルの展示。販売についてのルールやマニュア
ルを作成。中区フェスタ（8月）への参加。
②情報Ｇ
昨年度未完であった作業所紹介冊子と、既存の「なかくのふくしまっぷ」を統合
し「ナカ・ナカマがいどぶっく」を作成。
③当事者交流Ｇ
当事者交流会開催。また、役所内での自主製品販売時に掲げる「なかきょー垂れ
幕」を制作。
④勉強会・交流会Ｇ
中区内の指定相談との交流会を企画開催。

〇防災
・東区全作業所に防災意識調査を実施
（各作業所の現状の対策や課題につい
て）→分析中

〇機関連携
・高齢者関係機関との交流会…制度移行
の備えについて意見交換
・地域活動担い手交流会の参加…地域の
方と見守り活動に対しての意見交換

〇相談支援
・質と量だけでなく運営面での課題を共
有
・モニタリングの課題を中心に課題整理
…実施場所、当事者との関係性構築、期
間の融通性等の課題解決方法を模索

〇差別解消法
・区民まつりで啓発「避難所での合理的
配慮とは」
・地域まつり（菩提の家）でホームドア
の課題啓発

その他
（成果物等）

●堺区通所事業所連絡会エールＤＥ
ねっとでの、事業所啓発冊子の作成に
協力している。

○ナカ・ナカマがいどぶっく
○なかきょー垂れ幕
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